
史料探求  文の夫・楫取素彦の伝記を出版へ
ズームアップ  山口大学大学院教授  金折祐司（山口市）
Café 指月茶寮　中西隆（萩市）
萩往還の宿場町・佐々並  どうしんてやろう会会長
　林壯助、とうふ料理の店「はやし屋」女将  林千恵

P4
P6
P7

P8

　萩往還沿いでは、梅、コブシ、“竹の秋”から柿若葉へと移
り変わり、初夏に向け夏みかんの花が咲き匂う季節が近づいて
くる中、萩では大河ドラマ「花燃ゆ」、世界遺産登録、明治維
新 150 年に向けた準備が急ピッチで進んでいます。
　さて私事ですが、10 数年にわたり萩ネットワークなどを担
当した広報課から、４月に萩博物館（堀内）に着任しました。
指月会、つばき会など各高校同窓会、また同郷会では大変お世
話になりました。萩博は年中無休、帰省の折にはお立ち寄りい
ただくとともに、引き続き萩ネットワーク購読をよろしくお願
い申し上げます。　　　　　　　　　　山本章三（萩博物館長）第117号 ２０１4年５月

発行：萩ネットワーク協会
〒758-8555  山口県萩市大字江向 510  萩市役所広報課内
TEL 0838・25・3178　FAX 0838・26・5458
萩市ホームページ　http://www.city.hagi.lg.jp/

主 な 内 容

写真／中野紀男（長門市）



22014年5月（第117号）

　

３
月
25
日
、萩
市
大
河
ド
ラ
マ「
花

燃
ゆ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会

が
設
立
さ
れ
、
平
成
27
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
放
送
に

合
わ
せ
、
萩
市
の
幕
末
・
維
新
ゆ
か

り
の
地
な
ど
魅
力
あ
る
観
光
資
源
を

情
報
発
信
し
、
観
光
振
興
や
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
平

成
30
年
の
明
治
維
新
１
５
０
年
に
向

け
て
、
時
代
を
切
り
開
き
、
近
代
の

扉
を
開
け
た
幕
末
・
維
新
の
「
萩
物

語
」
を
語
り
広
め
ま
す
。

　

平
成
27
年
１
月
11
日
か
ら
約
１
年

間
、
旧
明
倫
小
学
校
体
育
館
を
活
用

し
て
ド
ラ
マ
で
使
用
さ
れ
た
衣
装
や

小
道
具
、
セ
ッ
ト
の
再
現
な
ど
が
展

示
さ
れ
、
ロ
ケ
の
メ
イ
キ
ン
グ
映
像

も
上
映
さ
れ
る
計
画
で
す
。

　

今
年
は
、
久
坂
玄げ

ん
ず
い瑞

没
後
１
５
０

年
の
年
で
す
。
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

銅
像
建
立
委
員
会
（
会
長
＝
野
村
萩
市

長
）
が
、
大
河
ド
ラ
マ
で
主
人
公
・
文ふ

み

の
夫
と
な
る
、
久
坂
玄
瑞
の
銅
像
を
中

央
公
園
（
江
向
）
の
平
安
古
、
城
下
町

側
に
建
立
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
平
成
22
年
に
高
杉
晋

作
立
志
像
を
晋
作
広
場
（
南
古
萩
町
）

に
建
立
し
て
お
り
、
松
下
村
塾
の
双
璧

２
人
の
銅
像
が
城
下
町
に
揃
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

銅
像
は
、
尊
王
攘
夷
の
先
頭
に
立
つ

若
き
久
坂
玄
瑞
の
立
像
と
な
る
予
定
で

（
高
さ
は
約
1.8
ｍ
の
予
定
）、
銅
像
の
完

成
、
除
幕
式
は
来
年
１
月
頃
の
予
定
で

す
。

　

委
員
会
で
は
、
銅
像
の
制
作
費
に
充

て
る
寄
付
金
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、

寄
付
者
の
名
前
は
芳
名
板
に
掲
載
し
ま

す
。

【
銅
像
制
作
者
】
江え

り里
敏と

し
あ
き明

氏
（
京
都

府
在
住
、
日
展
評
議
員
。
萩
城
跡
の
毛

利
輝
元
公
銅
像
や
高
杉
晋
作
立
志
像
を

制
作
）

■
募
集
寄
付
金　

１
口
５
万
円

※
団
体
で
の
寄
付
も
で
き
ま
す
。

■
募
集
口
数　

１
０
０
口（
１
人
１
口
）

■
募
集
期
間　

５
月
１
日
か
ら
申
込
受

付
を
開
始
し
、
１
０
０
口
に
な
り
次
第

締
め
切
り
（
先
着
順
）

■
申
込
・
支
払
方
法　

事
務
局
に
申
し

込
み
の
上
、
現
金
持
参
ま
た
は
郵
便
振

替
用
紙
で
払
い
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課
内
銅

像
建
立
委
員
会
事
務
局

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
５
６
）

■大河ドラマ「花燃ゆ」とは
　吉田松陰の妹・文

ふみ

をヒロインに、ともに
苦難を乗り越えていった杉家の強い絆と、
松陰の志を継いでいった若者たちの青春群
像がダイナミックなスケールで描かれま
す。ヒロイン文役の井上真

ま お

央さんに続き、
小田村伊

い の す け

之助（楫
か と り

取素
も と ひ こ

彦）役に大沢たかおさ
んの出演も発表されています。
　放送は平成 27年１月からの予定です。

２０１５年  ＮＨＫ大河ドラマ

井上真央
（文役）

　

萩
博
物
館
で
は
今
年
９
月
か
ら
、

松
陰
が
旅
先
や
獄
中
か
ら
家
族
へ

送
っ
た
手
紙
、
松
陰
の
実
家
杉
家
の

人
々
を
撮
影
し
た
写
真
な
ど
、
杉
家

か
ら
萩
市
に
寄
贈
さ
れ
た
貴
重
な
資

料
の
数
々
を
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
松
陰
神
社
宝
物
殿
「
至
誠

館
」
で
も
大
河
ド
ラ
マ
に
合
わ
せ
た

展
示
が
企
画
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
大
河
ド
ラ
マ
推
進
室

（
２
５
・
３
１
３
９
）

大沢たかお
（小田村伊之助役）

■久坂玄瑞
　藩医の家に生まれ、松下村塾
に入門し、高杉晋作とともに松
下村塾の双璧とうたわれました。
吉田松陰の妹の文と結婚、国事
に奔走しますが、禁門の変で負
傷、自刃します。　
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191
490

262

435

  9490

萩三隅道路

中国縦貫自動車道

美祢東JCT

十文字IC

秋吉台IC

大田IC

絵堂IC

（仮）明木IC

萩IC

絵堂萩道路
全長＝15㎞

小郡萩道路
全長＝約30㎞

旧
萩
有
料
道
路

主
要
県
道
萩
秋
芳
線

雲雀峠

角力場交差点

萩市役所

ま
で
の
約
13
㎞
が
開
通
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、平
成
26
年
度
の
国
の
補
助

事
業
と
し
て
、未
整
備
区
間
で
あ
っ
た

絵
堂
IC
〜
萩
間
（
約
15
㎞
）が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。残
っ
て
い
た
美
祢
市
美
東

町
絵
堂
～
萩
市
椿
間
約
15
㎞
が
、「
一
般

国
道
４
９
０
号
絵
堂
萩
道
路
」と
し
て
、

整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

山
口
県
は
今
年
度
、美
祢
市
美
東
町

の
絵
堂
か
ら
萩
間
の
測
量
と
設
計
に

着
手
し
、10
年
後
の
全
線
開
通
に
向
け

た
整
備
が
始
ま
り
ま
す
。事
業
費
は

２
６
０
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

絵
堂
IC
と
「
山
陰
道 

萩
三
隅
道
路
」

萩
IC
付
近
を
結
び
、明
木
IC
が
設
け
ら

れ
ま
す
。明
木
IC
〜
絵
堂
IC
間
の
約
９

㎞
は
新
た
に
バ
イ
パ
ス
を
造
り
ま
す
。

萩
市
椿
〜
明
木
IC
間
の
約
６
㎞
は
、当

面
、旧
萩
有
料
道
路
と
国
道
２
６
２
号

の
現
道
を
活
用
す
る
計
画
で
す
。

　

今
年
度
は
、道
路
の
測
量
・
設
計
に

１
億
円
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

小
郡
萩
道
路
は
山
口
県
の
南
北
を
結

ぶ
唯
一
の
高
速
道
路
で
、山
陰
地
域
の

住
民
に
と
っ
て
、地
域
の
活
性
化
に
必

要
不
可
欠
な
経
済
・
社
会
基
盤
で
す
。

　

今
回
の
事
業
化
に
よ
り
、
災
害
時
の

迂
回
路
や
緊
急
輸
送
路
の
確
保
、
救
急

医
療
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
山
口
県
に
お
け
る
陰
陽
格
差
是
正

の
面
か
ら
も
、
整
備
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

■「絵堂萩道路」のルート

　

１
月
29
日
、
日
本
政
府
か
ら
ユ
ネ
ス

コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産　

九
州
・
山
口
と
関

連
地
域
」
の
推
薦
書
（
正
式
版
）
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
は
、

岩
手
県
か
ら
鹿
児
島
県
ま
で
の
８
県
11

市
の
23
件
（
※
）
の
資
産
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
萩
市
の
資
産
は

「
萩
反
射
炉
」「
恵え

び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
」

「
大お

お
い
た
や
ま

板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
」「
萩
城
下

町
」「
松
下
村
塾
」
の
５
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
で
あ
る
イ
コ

モ
ス
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）
の
審

査
が
平
成
27
年
５
月
頃
ま
で
行
わ
れ
る

と
と
も
に
、
今
年
の
夏
か
ら
秋
頃
に
か

け
て
現
地
調
査
も
実
施
さ
れ
る
予
定
で

す
。
そ
し
て
、
平
成
27
年
の
夏
頃
に
開

催
さ
れ
る
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会

で
世
界
文
化
遺
産
の
登
録
可
否
が
決
定

さ
れ
ま
す
。

　

萩
市
で
は
引
き
続
き
、
関
係
県
市
、

内
閣
官
房
等
関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
イ
コ
モ
ス
の
審
査
へ

の
適
切
な
対
応
に
努
め
る
な
ど
、
平
成

27
年
度
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指

し
て
、全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
世
界
遺
産
登
録
を
見
据
え
、

今
年
度
も
引
き
続
き
、
萩
反
射
炉
の
耐

萩反射炉（椿東）

松下村塾（椿東） 萩城下町（堀内ほか）

震
診
断
予
備
調
査
、
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船

所
跡
の
公
有
化
、
解
体
工
事
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡

の
復
元
工
作
物
の
修
理
や
公
衆
ト
イ

レ
、
展
示
室
の
整
備
、
ア
ク
セ
ス
道
で

あ
る
市
道
改
良
工
事
を
行
う
な
ど
、
資

産
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
構
成
資
産
は
28
件
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
八
幡
製
鉄
所
関
連
の
３

施
設
を
一
体
と
み
な
す
な
ど
整
理
さ

れ
、
23
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
世
界
遺
産
登
録
推
進
課

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
８
０
）

恵美須ヶ鼻造船所跡（椿東） 大板山たたら製鉄遺跡（紫福）

　

萩
市
と
山
口
市

小
郡
を
結
ぶ
、「
地

域
高
規
格
道
路 

小
郡
萩
道
路
（
延

長
約
30
㎞
）」は
、

平
成
23
年
５
月
に

中
国
縦
貫
自
動
車

道
等
と
連
結
す
る

美
祢
東
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）

か
ら
美
祢
市
美
東

町
絵
堂
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
IC
）
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改
め
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
素

彦
は
初
代
群
馬
県
令
（
現
在
の
県
知

事
）
を
つ
と
め
、
県
庁
を
高
崎
か
ら
前

橋
に
移
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
な
お

素
彦
は
、
群
馬
県
令
在
職
中
の
明
治
14

年
（
１
８
８
１
）
に
妻
・
寿ひ

さ

を
亡
く
し
、

明
治
16
年
に
文ふ

み

（
美
和
子
と
改
称
）
と

再
婚
し
た
。
文
も
す
で
に
夫
・
久
坂
玄

瑞
を
亡
く
し
て
お
り
、
素
彦
・
文
と
も

に
再
婚
同
士
で
あ
っ
た
。

　

と
も
あ
れ
こ
の
伝
記
は
、
最
初
に
し

て
唯
一
の
本
格
的
な
『
楫
取
素
彦
伝
』

で
あ
る
。
な
お
、
現
在
は
編
集
作
業
が

大
詰
め
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
の
で
、
書
誌
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
機
会
を
改
め
て
本
誌
の
「
出
版
情

報
」
欄
に
て
紹
介
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

　

楫
取
家
に
眠
っ
て
い
た
草
稿
の
正
式

名
称
は
、「
耕
堂
楫
取
男
爵
伝
記
」
と

い
う
。
は
っ
き
り
と
し
た
年
代
は
わ
か

ら
な
い
が
、
村
田
峰
次
郎
が
昭
和
10
年

（
１
９
３
５
）
以
前
に
書
い
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。

　

私
は
前
々
か
ら
、
素
彦
の
伝
記
草
稿

が
楫
取
家
に
存
在
し
た
と
い
う
事
実
だ

け
は
承
知
し
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、

日
本
史
籍
協
会
編
『
楫
取
家
文
書
』
の

「
解
題
」
に
、
村
田
峰
次
郎
が
編
纂
し

た
素
彦
の
伝
記
が
草
稿
の
ま
ま
で
楫
取

家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い

る
か
ら
だ
。
だ
が
、
そ
の
後
、
草
稿
が

ど
う
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く

把
握
さ
れ
て
お
ら
ず
、
内
容
を
確
認
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
３
年
ほ
ど
前
、
そ
の
伝

記
草
稿
が
楫
取
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
を
見
つ
け
た

と
き
は
非
常
に
興
奮
し
た
。
実
に
、
数

十
年
ぶ
り
に
伝
記
草
稿
が
「
再
発
見
」

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
経
緯
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

私
は
平
成
24
年
（
２
０
１
２
）、
萩
博

物
館
で
開
催
し
た
没
後
１
０
０
年
記
念

特
別
展
「
楫
取
素
彦
と
幕
末
・
明
治
の

群
像
」
を
担
当
し
た
。
伝
記
草
稿
を
見

つ
け
た
の
は
、
東
京
の
楫
取
能よ

し
ひ
こ彦
氏

を
訪
ね
て
、
展
示
に
借
用
す
る
資
料
を

事
前
調
査
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

古
び
た
皮
製
の
手
提
げ
鞄
が
目
に
留
ま

り
、
何
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
と
、「
村

田 

素
彦
伝
」
と
ペ
ン
書
き
さ
れ
た
荷

札
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い

た
。
恐
る
恐
る
鞄
を
開
け
る
と
、
な
ん

と
「
耕

こ
う
ど
う堂

楫
取
男
爵
伝
記
」
と
い
う
表

題
の
生
々
し
い
草
稿
が
出
て
き
た
の
で

あ
る
。
荷
札
に
書
か
れ
た
「
村
田
」
が

著
者
村
田
峰
次
郎
を
指
し
て
い
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

楫
取
家
に
草
稿
が
現
存
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
私
は
、
こ
れ
を
決
し
て
「
幻

の
楫
取
素
彦
伝
」
に
終
わ
ら
せ
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
内
容
を

広
く
知
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
と

も
出
版
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
を
強

く
し
た
。
た
だ
、
当
時
は
特
別
展
の
準

備
で
手
一
杯
で
あ
っ
た
た
め
、
能
彦
氏

よ
り
写
真
撮
影
の
許
可
を
得
て
、
特
別

展
終
了
後
に
萩
博
物
館
で
手
分
け
し
て

活
字
に
起
こ
す
こ
と
に
し
た
。
こ
の
間

に
、
素
彦
の
没
後
１
０
０
年
記
念
行
事

を
通
じ
て
友
好
都
市
交
流
を
深
め
て
い

た
前
橋
市
の
担
当
者
と
も
相
談
し
、
今

春
、
萩
・
前
橋
の
両
市
で
共
同
出
版
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

伝
記
を
出
版
す
る
第
一
義
は
、
萩
・

前
橋
の
両
市
が
今
後
協
力
し
て
楫
取
素

彦
の
顕
彰
・
検
証
に
取
り
組
む
た
め
の

有
益
な
材
料
に
し
得
る
と
い
う
こ
と
に

あ
る
。
ま
た
、
素
彦
は
「
花
燃
ゆ
」
に

た
び
た
び
登
場
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
の
で
、
素
彦
に
関
す
る
情
報
を
各
層

に
対
し
て
幅
広
く
提
供
す
る
う
え
で
も

大
い
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。

　

著
者
の
村
田
峰
次
郎
（
１
８
５
７
～

１
９
４
５
）
は
、『
高
杉
晋
作
』『
品
川

子
爵
伝
』
な
ど
多
く
の
著
作
を
の
こ
し

た
歴
史
家
で
あ
る
。
峰
次
郎
は
、
素
彦

の
伝
記
を
草
稿
の
ま
ま
残
す
の
で
は
な

く
、
出
版
し
た
い
と
の
意
思
を
有
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
結
局
は
今
日
ま

　

今
回
も
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
に

関
連
す
る
情
報
を
お
届
け
し
た
い
。
主

役
の
文
を
演
じ
る
井
上
真ま

お央
さ
ん
に
続

き
、
二
番
目
に
配
役
が
発
表
さ
れ
た
の

は
、
吉
田
松
陰
や
久
坂
玄げ

ん
ず
い

瑞
、
高
杉
晋

作
ら
大
方
が
期
待
す
る
人
物
で
は
な
く
、

楫
取
素
彦
役
の
大
沢
た
か
お
さ
ん
で

あ
っ
た
。

　

素
彦
は
、
ほ
ん
の
少
し
前
ま
で
は

ま
っ
た
く
の
無
名
で
あ
っ
た
が
、
最
近
、

萩
博
物
館
に
対
し
て
彼
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
が
増
え
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、

人
気
俳
優
の
大
沢
さ
ん
が
演
じ
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
と
決
し
て
無
関
係
で
は

あ
る
ま
い
。
細
々
と
で
は
あ
る
が
素
彦

に
つ
い
て
勉
強
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
、

こ
う
し
た
状
況
に
至
っ
た
こ
と
は
非
常

に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

こ
の
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
今
春
、

数
年
前
か
ら
温
め
て
き
た
『
楫
取
素
彦

伝
』
を
出
版
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
と

い
っ
て
も
、
著
者
は
私
で
な
く
、
村
田

清
風
の
孫
・
峰み

ね
じ
ろ
う

次
郎
で
あ
る
。
戦
前
に

書
か
れ
な
が
ら
出
版
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
約
80
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
素
彦

の
子
孫
が
守
り
伝
え
た
草
稿
を
活
字
に

し
て
世
に
送
り
出
す
こ
と
と
な
っ
た
の

大礼服に身を包んだ晩年の楫取素彦

だ
。
む
ろ
ん
、
そ
の

ま
ま
活
字
化
し
た
だ

け
で
は
読
み
に
く
い

の
で
、
適
宜
句
読
点

を
打
ち
、
難
読
文
字

に
読
み
仮
名
を
つ
け

る
な
ど
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
。

　

出
版
元
は
、
素
彦

が
縁
で
友
好
都
市
提

携
を
結
ん
で
い
る
萩

市
と
前
橋
市
で
あ
る
。
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で
日
の
目
を
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

　

こ
の
伝
記
は
戦
前
に
書
か
れ
た
も
の

で
あ
る
だ
け
に
、
現
在
の
歴
史
学
の
常

識
か
ら
み
る
と
「
史
観
」
の
面
で
け
っ

こ
う
問
題
が
あ
る
。
著
者
は
、
幕
府
を

徹
底
的
に
低
く
評
価
す
る
一
方
、
長
州

藩
が
い
か
に
正
し
い
こ
と
を
し
た
か
を

強
調
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る

に
、
徹
底
し
た
王
政
復
古
史
観
、
薩

長
討
幕
派
史
観
で
書
か
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
勧
善
懲
悪
的
な
描

き
方
を
し
た
書
物
は
、
も
は
や
歴
史
学

界
で
は
古
典
の
部
類
に
属
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
史

観
の
責
任
を
、
著
者
だ
け
に
押
し
付
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
昭
和
の
戦
前
期

に
書
か
れ
た
歴
史
書
は
、
お
し
な
べ
て

こ
の
よ
う
な
二
項
対
立
式
の
描
き
方
を

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
今
、
こ
の
伝
記
を
甦
ら

せ
る
意
義
は
奈
辺
に
あ
る
の
か
と
い
う

と
、
原
本
が
失
わ
れ
た
史
料
が
多
数
引

用
さ
れ
、
ま
た
知
ら
れ
ざ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
豊
富
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
素
彦
に
ま
つ
わ

る
新
し
い
事
実
、
情
報
が
い
ろ
い
ろ
と

引
き
出
せ
る
の
で
あ
る
。

　

一
つ
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引

き
出
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
、
素
彦
が

元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
12
月
、
い
わ

ゆ
る
「
俗
論
党
」
に
よ
っ
て
野
山
獄
に

投
じ
ら
れ
て
か
ら
の
話
で
あ
る
。
妻
寿

は
、
夫
素
彦
の
獄
中
で
の
不
便
を
気
遣

い
、
湯
水
飲
用
の
湯
呑
を
差
し
入
れ
、

素
彦
は
そ
れ
を
愛
用
し
た
。
こ
の
時
、

素
彦
と
と
も
に
投
獄
さ
れ
て
い
た
村
田

次
郎
三
郎
は
、
そ
の
湯
呑
を
見
て
「
ヅ

ク
ニ
ウ
」（
木

入
）
と
い
う
渾あ

だ
な名

を

つ
け
た
。「
ヅ
ク
」
と
い
う
の
は
鳥
の

ミ
ミ
ズ
ク
の
こ
と
で
あ
る
が
、
湯
呑
の

格
好
は
ミ
ミ
ズ
ク
の
よ
う
に
肥
満
し
て

い
た
と
い
い
、
ま
た
「
ヅ
ク
」
と
い
う

の
は
憎
々
し
い
坊
主
頭
の
人
を
罵
っ
て

い
う
言
葉
で
も
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、

現
在
、
湯
呑
の
実
物
を
確
認
す
る
こ
と

は
不
可
能
な
が
ら
、
お
お
よ
そ
の
形
を

想
像
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
素
彦

が
ど
の
よ
う
な
も
の
を
愛
用
し
て
い
た

か
が
わ
か
る
、
実
に
趣
の
あ
る
話
で
あ

る
。

　

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
出
て
く
る
村
田

次
郎
三
郎
（
の
ち
の
大
津
唯た
だ
ゆ
き

雪
）
は
、

著
者
峰
次
郎
の
父
で
あ
る
。
峰
次
郎
は
、

父
か
ら
直
接
こ
の
話
を
聞
き
取
り
、
そ

の
ま
ま
本
書
で
紹
介
し
た
に
違
い
な

い
。
今
と
な
っ
て
は
、
素
彦
に
身
近
に

接
し
た
人
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
く
、
こ

う
し
た
逸
話
を
集
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
伝
記
は
、
素

彦
と
接
し
た
こ
と
の
あ
る
人
か
ら
話
を

聞
く
こ
と
の
で
き
た
著
者
の
強
み
が
い

か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
実
際
、
湯
呑
の
ほ
か
に
も
、
素
彦

は
酒
を
こ
よ
な
く
愛
し
、「
阿
勝
」
と

命
名
さ
れ
た
酒

し
ゅ
ひ
ょ
う

瓢
を
使
っ
て
い
た
こ
と

な
ど
、
彼
の
人
柄
を
知
る
う
え
で
参
考

に
な
る
話
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

　

明
治
維
新
は
、
松
陰
や
晋
作
ら
一
握

り
の
人
物
だ
け
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も

の
で
な
く
、
素
彦
の
よ
う
な
縁
の
下
の

力
持
ち
が
い
た
こ
と
を
決
し
て
見
逃
し

て
は
な
ら
な
い
。
素
彦
は
、
と
く
に

義
兄
に
あ
た
る
松
陰
を
支
援
し
た
り
、

庇か
ば

っ
た
り
、
相
当
の
努
力
を
し
、
何
か

と
苦
労
も
し
た
。
こ
の
伝
記
に
は
、
わ

ざ
わ
ざ
「
吉
田
松
陰
と
の
関
係
」
と
い

う
一
章
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
あ
た
り
の

事
情
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
い
ぶ
し
銀
」
の
活
躍
を
し
た
素
彦
が

多
く
の
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
。

道
迫
真
吾
（
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

「耕堂楫取男爵伝記」の草稿（楫取家蔵）

　

３
月
27
日
、「
萩
お
も
て
な
し
大
賞
」

の
記
念
講
演
会
で
、「
花
燃
ゆ
」
の
制

作
統
括
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
番
組
部

の
土
屋
勝か

つ
ひ
ろ

裕
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

が
、「
ド
ラ
マ
の
中
の
お
も
て
な
し
の

心
」
と
題
し
た
講
演
で
、
企
画
の
秘
話

な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

■
ド
ラ
マ
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

　

ド
ラ
マ
を
作
る
と
き
に
は
、「
内
容

を
分
か
り
や
す
く
す
る
こ
と
」、「
意
外

性
が
あ
る
こ
と
」、「
見
る
人
を
感
動
さ

せ
る
こ
と
」
を
い
つ
も
心
が
け
て
、
中

で
も
感
動
に
は
愛
と
い
う
要
素
が
必
要

で
、
家
族
の
愛
な
ど
を
描
く
こ
と
で
、

日
曜
の
夜
に
は
ぜ
ひ
感
動
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
ま
た
、「
篤
姫
」
や
「
龍

馬
伝
」
の
よ
う
に
、
楽
し
ん
で
見
て
も

ら
え
る
ド
ラ
マ
に
し
た
い
で
す
。

■
「
花
燃
ゆ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
？

　

最
近
の
幕
末
期
の
大
河
ド
ラ
マ
は
、

薩
摩
や
土
佐
、
会
津
が
舞
台
で
あ
っ
た

た
め
、
次
は
長
州
を
描
き
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、「
花
燃
ゆ
」
の
企
画
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

■土屋勝裕さんプロフィール
1970 年（昭和 45）生まれ。
1994 年（平成６）NHK 入局。

「利家とまつ」、「天花」など
を演出。「篤姫」や「龍馬伝」
制作にも関わる。

て
も
そ
れ
ぞ
れ
四
季
が
あ
る
。
人
が
死

ぬ
と
き
、
種
を
残
す
が
、
咲
か
し
育
て

る
の
は
次
の
世
代
」と
い
う
文
章
か
ら
、

松
陰
が
残
し
た
種
の
花
が
芽
吹
き
、
燃

え
る
よ
う
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
か
ら
決
ま
り
ま
し
た
。

　

明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
に
留
魂
録

が
野
村
靖や

す
しに

届
き
、
杉
家
や
村
塾
門
下

生
の
支
え
に
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、

ぜ
ひ
ド
ラ
マ
に
盛
り
込
み
た
い
で
す
。

■
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
や
学
園
ド
ラ
マ
、
ラ

ブ
ス
ト
ー
リ
ー
の
要
素
も
？

　

文
と
い
う
名
前
は
、
人
と
人
を
つ
な

い
で
い
く
手
紙
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
良

い
名
前
で
、
そ
れ
を
引
き
受
け
さ
せ
る

役
目
を
与
え
た
い
。

　

ま
た
、
杉
家
と
い
う
家
族
の
ホ
ー
ム

ド
ラ
マ
、「
松
下
村
塾
」は
学
園
ド
ラ
マ
、

久
坂
の
死
後
、
毛
利
家
の
大
奥
で
侍
女

に
な
る
と
い
う
女
性
た
ち
の
ド
ラ
マ
、

そ
し
て
楫
取
素
彦
と
の
再
婚
と
い
う
ラ

ブ
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど
、
ド
ラ
マ
と
し
て

楽
し
め
る
要
素
が
満
載
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
楽
し
み
に
。

　

タ
イ
ト
ル
は
、

吉
田
松
陰
の
遺

言
と
も
い
え
る

「
留

り
ゅ
う
こ
ん
ろ
く

魂
録
」
か
ら

着
想
し
ま
し
た
。

「
人
の
一
生
は
春

夏
秋
冬
に
例
え
ら

れ
、
た
と
え
短
く
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ら
四
国
沖
で
南
海
ト
ラ
フ
地
震
（
海
溝

型
巨
大
地
震
）
が
今
後
30
年
以
内
に
発

生
す
る
確
率
は
60
～
70
％
で
あ
る
。
こ

の
根
拠
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
90
～

１
５
０
年
の
間
隔
で
繰
り
返
し
て
き
た

こ
と
に
よ
る
。

　

前
回
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
昭
和

21
（
１
９
４
６
）
年
に
起
き
て
い
る
の

で
、
今
年
で
68
年
が
経
過
し
た
。
単
純

に
計
算
す
る
と
、
最
短
で
は
22
（
90
―

68
）
年
後
に
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な

い
。
こ
の
巨
大
地
震
が
起
き
る
と
、【
西

日
本
大
震
災
】
が
誘
発
さ
れ
る
。

　

平
成
７
年
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契

機
に
、
日
本
列
島
は
地
震
の
活
動
期
に

入
り
、
平
成
12
年
鳥
取
県
西
部
地
震
を

は
じ
め
と
し
て
、
各
地
で
大
地
震
が
続

発
し
て
い
る
。
歴
史
的
に
み
て
、
活
動

期
は
次
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
き
る

ま
で
続
く
。
地
震
前
に
は
安
芸
灘
～
伊

予
灘
の
深
部
で
地
震（
ス
ラ
ブ
内
地
震
）

が
起
き
て
お
り
、
３
月
14
日
の
地
震
は

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
引
き
金
を
引
い
た

か
も
し
れ
な
い
。

　

残
念
な
が
ら
今
の
科
学
で
は
、
大
地

震
が
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
ら
な

い
。
明
日
か
も
し
れ
な
い
。「
突
然
大

地
震
が
起
き
れ
ば
、
自
分
や
家
族
も
被

災
す
る
」
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
防
災

が
始
ま
る
。
震
災
を
軽
減
す
る
た
め
に

は
ま
ず
、
可
能
な
限
り
あ
ら
ゆ
る
ケ
ー

ス
を
想
定
し
て
、
家
庭
、
学
校
、
職
場

そ
れ
ぞ
れ
で
、
地
震
が
起
き
た
と
き
の

シ
ナ
リ
オ
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
で
あ

る
。「
地
震
恐
れ
ず
、侮
ら
ず
」
で
あ
る
。

　

強
い
揺
れ
と
ガ
タ
ガ
タ
と
い
う
音
で

目
を
覚
ま
し
た
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
な
い
か
、
と
い

う
思
い
が
す
ぐ
に
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
数

十
秒
続
い
た
強
い
揺
れ
の
後
、
テ
レ
ビ

で
は
山
口
市
震
度
４
、
防
府
市
震
度
５

弱
、
愛
媛
県
伊
予
市
で
最
大
震
度
の
５

強
を
速
報
し
て
い
た
。

　

３
月
14
日
午
前
２
時
６
分
こ
ろ
に
、

伊
予
灘
の
地
下
78
㎞
を
震
源
と
し
て
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.2
の
地
震
が
起
き
た

の
で
あ
る
。
平
成
７
年
阪
神
大
震
災
を

誘
発
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震
（
活
断
層

地
震
）
以
降
、
山
口
市
で
震
度
４
を
観

測
し
た
の
は
、
平
成
９
年
山
口
県
北
部

の
地
震
、
平
成
13
年
芸
予
地
震
、
平
成

17
年
福
岡
県
西
方
沖
の
地
震
、
今
回
が

４
回
目
で
あ
り
、
強
い
地
震
を
感
じ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

　

地
震
の
３
日
前
、
東
日
本
大
震
災
３

周
年
の
節
目
に
、
私
は
小
冊
子
「
こ
の

一
冊
で
わ
か
る
山
口
県
の
活
断
層
と
大

地
震
～
次
の
大
地
震
に
備
え
る
」
を
発

行
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
14
日
未
明
か

ら
マ
ス
コ
ミ
の
問
い
合
わ
せ
が
相
次
い

だ
。

　

実
は
、
東
日
本
大
震
災
の
起
き
た
平

成
23
年
３
月
11
日
は
、
奇
し
く
も
私
の

還
暦
の
誕
生
日
で
も
あ
っ
た
。

　

国
の
見
積
も
り
に
よ
る
と
、
東
海
か

2 0 1 4 . 5

. 1

山
口
大
学
大
学
院

理
工
学
研
究
科
教
授
（
構
造
地
質
学
）

（
山
口
市
在
住
、萩
高
校
昭
和
44
年
卒
、63
歳
）

　

川
島
の
藍
場
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
実

家
か
ら
萩
高
ま
で
、
約
2.5
㎞
の
道
の
り

を
自
転
車
通
学
し
た
。
通
学
路
の
途
中
、

江
向
の
萩
自
動
車
学
校
の
少
し
手
前
に
、

高
島
北
海
の
誕
生
地
が
あ
る
の
を
知
っ

た
の
は
、
ほ
ん
の
十
年
前
の
こ
と
で
あ

る
。
当
時
は
生
家
が
残
っ
て
い
た
が
、

そ
れ
を
知
る
由
も
な
か
っ
た
。

　

画
家
と
し
て
後
世
に
名
を
残
し
た
高

島
北
海
は
明
治
５
年
、
23
歳
の
と
き
に

生
野
銀
山
に
入
り
地
質
学
を
学
ぶ
。
明

治
８
年
９
月
に
生
野
銀
山
を
去
っ
た
後
、

明
治
11
年
２
月
に
は
「
山
口
県
地
質
分

色
図
」
と
「
山
口
県
地
質
図
説
」
を
表

し
て
い
る
。
日
本
人
と
し
て
最
初
の
地

質
学
者
で
も
あ
っ
た
。

　

高
島
北
海
の
生
家
裏
に
は
堤
防
を
は

さ
ん
で
橋
本
川
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
。

そ
の
上
流
約
７
５
０
ｍ
の
と
こ
ろ
に
わ

が
家
が
あ
る
。
私
が
地
質
学
を
志
す
よ

う
に
な
っ
た
の
も
、
子
供
の
頃
慣
れ
親

し
ん
だ
こ
の
川
の
自
然
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
。

■プロフィール
昭和 26 年萩市須佐生まれ、生後
80日で萩市川島に転居。
昭和 44 年萩高等学校卒業（21 期）、
昭和 48 年九州大学理学部地質学科
卒業、昭和 50 年名古屋大学大学院
理学研究科修士課程（地球科学専攻）
修了、平成 9 年 4 月山口大学理学
部教授、平成 18 年 4 月から現職。
著書「足元に活断層」（朝日新聞社）
ほか。

金か
な
お
り折 

裕ゆ
う
じ司

さ
ん

「この一冊でわかる山口
県の活断層と大地震～次
の大地震に備える」

ykanaori@yamaguchi-u.ac.jpに、メール連絡
いただければ、無料で送付します。
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平
成
23
年
４
月
、
萩
博
物
館
近
く
、

城
下
町
の
中
心
地
に
オ
ー
プ
ン
し
、
こ

の
春
４
周
年
を
迎
え
た
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
指
月

茶
寮
。
和
と
洋
が
融
合
し
た
ス
タ
イ

リ
ッ
シ
ュ
な
カ
フ
ェ
に
は
、
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
ま
す
。
北
九
州
市
出
身
で
、

福
岡
か
ら
移
住
さ
れ
て
き
た
オ
ー
ナ
ー・

中
西
隆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

黒
と
白
を
基
調
に
し
た
シ
ッ
ク
な
店

内
に
、
穏
や
か
な
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
る
ｃ

ａ
ｆ
ｅ
指
月
茶
寮
。
テ
ラ
ス
か
ら
は
、

萩
の
シ
ン
ボ
ル
・
指
月
山
を
望
む
こ
と

が
で
き
る
。
４
年
前
、
福
岡
か
ら
車
で

２
時
間
で
行
き
来
で
き
る
範
囲
で
移
住

先
を
探
し
て
い
た
中
西
隆
さ
ん
は
、
た

ま
た
ま
萩
を
訪
れ
て
城
下
町
を
歩
い
て

い
た
と
こ
ろ
、当
時
、空
き
物
件
と
な
っ

て
い
た
こ
の
場
所
か
ら
指
月
山
に
落
ち

る
夕
日
を
見
て
、
萩
に
住
む
こ
と
を
決

め
た
。「
３
月
初
め
の
ち
ょ
う
ど
天
気

の
い
い
日
で
、
夕
日
が
と
て
も
き
れ
い

だ
っ
た
。
そ
の
と
き
、
こ
こ
で
い
い
な

と
思
い
、
す
ぐ
に
管
理
し
て
い
た
不
動

産
会
社
に
連
絡
し
た
」
と
、
当
時
の
こ

と
を
振
り
返
る
。

　

中
西
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
、
武
蔵

野
美
術
大
学
造
形
学
部
芸
能
デ
ザ
イ
ン

科
に
進
学
。
３
年
次
に
は
休
学
し
、
動

画
制
作
を
学
ぶ
た
め
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
（
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

校
）
に
１
年
間
留
学
。
大
学
卒
業
後
は
、

東
京
の
大
手
広
告
代
理
店
に
就
職
し
、

Ｃ
Ｍ
制
作
な
ど
を
手
掛
け
て
き
た
。

　

し
か
し
、
35
歳
の
時
、
体
調
を
崩
し

て
２
年
間
休
職
。
現
場
に
復
帰
す
る
こ

と
が
厳
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
37
歳
で

退
職
し
た
。
当
時
の
上
司
か
ら
の
勧
め

も
あ
り
、
38
歳
の
時
に
、
福
岡
で
広
告

企
画
会
社
を
設
立
。
Ｃ
Ｍ
制
作
の
企
画

提
案
を
は
じ
め
、
不
動
産
、
店
舗
の
内

装
デ
ザ
イ
ン
管
理
、
飲
食
店
経
営
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
手
掛
け
た
。「
休

日
も
、
寝
る
間
も
な
い
ほ
ど
、
目
の
色

変
え
て
、
人
の
10
倍
く
ら
い
は
働
い
て

遊
ん
だ
」
と
い
う
中
西
さ
ん
。

　

し
か
し
、
52
歳
の
時
、
こ
れ
ま
で
手

掛
け
て
き
た
事
業
の
ほ
と
ん
ど
を
譲
渡

し
た
。「（
３
人
の
子
ど
も
の
う
ち
）
一

番
下
の
息
子
が
大
学
に
合
格
し
た
の
で
、

も
う
こ
れ
以
上
、
働
か
な
く
て
も
い
い

だ
ろ
う
。田
舎
で
の
ん
び
り
暮
ら
そ
う
」

と
思
い
、
移
住
を
決
意
。
す
ぐ
に
移
住

先
を
探
し
始
め
た
と
こ
ろ
、
萩
で
指
月

山
に
沈
む
夕
日
と
出
会
っ
た
の
だ
っ
た
。 　

「
移
住
先
で
は
、
農
業
で
も
漁
業
で

も
、
何
の
仕
事
で
も
良
か
っ
た
」
と
い

う
中
西
さ
ん
。
店
舗
付
き
住
宅
の
物
件
、

し
か
も
、
城
下
町
の
中
心
地
と
い
う
立

地
条
件
か
ら
カ
フ
ェ
を
経
営
す
る
こ
と

に
。「
内
装
の
施
工
は
地
元
業
者
に
任

せ
ま
し
た
が
、
過
去
に
内
装
デ
ザ
イ
ン

の
管
理
や
レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ー
を
経
営
し

た
経
験
も
あ
っ
た
の
で
、
店
内
の
デ
ザ

イ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
床
や
壁
、
天
井
な

ど
の
材
料
に
至
る
ま
で
、備
品
の
発
注
・

購
入
な
ど
は
自
分
で
行
っ
た
」
と
の
こ

と
。
物
件
が
決
ま
っ
て
か
ら
２
カ
月
も

か
か
ら
ず
に
、
４
月
末
に
指
月
茶
寮
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

店
で
は
、
妻
の
昭
江
さ
ん
と
共
に
、

「
２
人
が
お
い
し
い
と
思
う
も
の
」
を

お
客
様
に
提
供
す
る
。
紅
茶
は
、
九
州

や
中
国
地
方
で
は
あ
ま
り
手
に
入
ら
な

い
と
い
う
、
昭
江
さ
ん
が
好
き
な
フ
ラ

ン
ス
の
「
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
・
フ
レ
ー
ル
」

を
約
60
種
、イ
ギ
リ
ス
の
「
ヒ
ギ
ン
ス
」

を
６
種
類
扱
い
、
趣
味
で
収
集
し
て
い

た
と
い
う
マ
イ
セ
ン
や
ウ
ェ
ッ
ジ
ウ
ッ

ド
の
カ
ッ
プ
で
味
わ
え
る
。
ま
た
、
独

自
に
ブ
レ
ン
ド
し
た
、
苦
味
が
少
な
く

飲
み
や
す
い
コ
ー
ヒ
ー
は
、
萩
焼
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
も
と

も
と
お
菓
子
作
り
が
好
き
だ
っ
た
と
い

う
昭
江
さ
ん
が
主
婦
の
腕
を
生
か
し
て

作
る
、
萩
の
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理

や
ス
イ
ー
ツ
も
人
気
だ
。

　

ま
た
、
月
に
１
回
、
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
も
開
催
。
も
と
も
と
、
中
西
さ

ん
が
ジ
ャ
ズ
を
聴
き
な
が
ら
お
酒
を
飲

む
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
萩

で
も
そ
う
い
っ
た
場
を
作
り
た
い
と
、

知
り
合
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
招
き
、

オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
始
め
た
。
当
初
は

観
客
が
10
人
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
最
近
で

は
、
30
席
ほ
ど
の
チ
ケ
ッ
ト
が
売
り
切

れ
る
ほ
ど
人
気
を
集
め
て
い
る
。
多
く

は
地
元
の
ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ン
が
集
い
、
口

コ
ミ
で
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　
「
夫
婦
の
好
き
な
も
の
や
、
積
み
重

ね
て
き
た
も
の
が
少
し
ず
つ
集
ま
っ
た

の
が
、
こ
の
店
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」

そ
ん
な
指
月
茶
寮
に
は
、
観
光
客
は
も

ち
ろ
ん
、
地
元
の
人
間
も
集
う
場
と

な
っ
て
い
る
。

　
「
自
分
と
同
じ
年
齢
で
、
こ
ん
な
晴

耕
雨
読
の
生
活
を
し
て
い
る
人
は
あ
ま

り
い
な
い
で
し
ょ
う
」
と
話
す
中
西
さ

ん
。「
52
歳
ま
で
に
、
や
り
た
い
こ
と
、

や
る
べ
き
こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
こ
と
は
、
全
て
や
り
尽
く
し

た
。
変
な
言
い
方
だ
が
、
人
が
一
生
か

け
て
や
る
量
よ
り
も
、
も
う
少
し
多
く
、

そ
の
歳
で
や
り
終
わ
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
」
か
ら
こ
そ
、
現
在
の
穏
や
か

な
生
活
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。

　

子
ど
も
も
夫
婦
か
ら
巣
立
ち
、
今
は
、

「
娘
」
と
し
て
か
わ
い
が
っ
て
い
る
愛

犬
・
す
も
も
ち
ゃ
ん
の
存
在
が
生
き
が

い
だ
と
笑
っ
て
話
す
。
萩
で
過
ご
す
第

二
の
人
生
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

中西　隆さん（56 歳）

■ｃａｆｅ 指月茶寮
住所 : 萩市呉服町１-12　店休日 : 火、木曜日
ランチタイム :11 時 30 分～ 15 時（オーダーストッ
プ 14 時 30 分）、カフェタイム :15 時～ 17 時（オー
ダーストップ 16 時 30 分）
※テラスでは、ペットと一緒に食事ができます
☎０８３８・２６・１２２７
ＨＰアドレス／ http://www.shiduki-saryou.com/

テラス 店内のピアノ
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近
年
、
萩
往
還
を
歩
く
観
光
客
が
増

加
す
る
中
、
平
成
23
年
に
国
の
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
、

注
目
を
集
め
て
い
る
佐さ

さ
な
み
い
ち

々
並
市
。
地
元

で
は
、
町
づ
く
り
団
体
「
萩
往
還
佐
々

並
ど
う
し
ん
て
や
ろ
う
会
」
を
中
心
に
、

手
づ
く
り
の
お
も
て
な
し
で
観
光
客
を

迎
え
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、
今
年

３
月
、
そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
市
民

部
門
で
「
萩
お
も
て
な
し
大
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
創
業
２
６
０
年
の
歴
史
を
持

つ
旅
館
「
は
や
し
屋
」
が
、
地
元
の
名

物
「
さ
さ
な
み
豆
腐
」
を
使
っ
て
作
る

豆
腐
料
理
も
、
観
光
客
の
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。
そ
の
は
や
し
屋
の
ご
主
人

で
、「
萩
往
還
佐
々
並
ど
う
し
ん
て
や

ろ
う
会
」
会
長
の
林
壯
助
さ
ん
（
63
歳
）

と
、
妻
で
、
女お

か
み将
の
千
恵
さ
ん
（
50
歳
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

は
や
し
屋
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た

私
は
、
萩
高
校
卒
業
後
（
昭
和
44
年
卒
、

21
期
）、
神
奈
川
大
学
経
済
学
部
に
進

学
。
23
歳
の
時
に
、
広
島
の
相
互
銀
行

（
現
も
み
じ
銀
行
）
に
就
職
し
、
萩
や

下
関
、
広
島
の
支
店
に
勤
務
し
て
い
ま

し
た
。
高
校
２
年
の
時
に
、
父
が
他
界

し
た
た
め
、
実
家
の
は
や
し
屋
は
、
母

が
、
旅
館
と
合
わ
せ
て
小
売
店
や
食
堂

も
経
営
し
、
切
り
盛
り
し
て
い
ま
し
た
。

39
歳
の
時
、
そ
の
母
が
体
調
を
崩
し
た

こ
と
か
ら
、
16
年
間
務
め
た
銀
行
を
退

職
し
帰
郷
。
い
つ
か
は
実
家
へ
帰
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
母
の
希
望
も
あ
り
、
予
定
よ
り
も

少
し
早
く
萩
へ
帰
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
す
。
帰
郷
後
は
、
旭
村
商
工
会
（
現

萩
・
阿
西
商
工
会
）
に
再
就
職
。
銀
行

員
時
代
の
経
験
を
生
か
し
て
、
経
営
指

導
の
業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
平
成
17
年
に
、
佐
々
並

市
に
あ
る
、
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た

建
物
が
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

ど
う
に
か
し
て
、
古
い
家
々
が
建
ち
並

ぶ
景
観
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
、

住
民
と
萩
市
が
協
議
し
た
結
果
、
保
存

会
と
し
て
住
民
組
織
を
立
ち
上
げ
、
伝

建
地
区
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
も
、そ
の
一
員
と
し
て
、地
域
の
方
々

と
勉
強
会
な
ど
を
重
ね
た
結
果
、
念
願

叶
い
、
平
成
23
年
６
月
、
佐
々
並
市
が
、

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
指
定
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

現
在
、
私
が
会
長
を
務
め
る
「
萩
往

還
ど
う
し
ん
て
や
ろ
う
会
」
は
、
伝
建

地
区
に
指
定
さ
れ
る
前
の
平
成
22
年
に
、

町
並
み
保
存
を
す
る
こ
と
で
地
域
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち

を
よ
り
強
め
る
た
め
に
、
保
存
会
の
名

称
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。「
ど
う
し

ん
て
や
ろ
う
」
は
、
こ
の
地
域
の
方
言

で
「
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
」
の
意
味
。

会
員
数
は
、
佐
々
並
地
域
の
出
身
者
な

ど
も
含
め
て
１
１
２
名
で
、
そ
の
７
割

は
地
元
住
民
で
す
。

　

伝
建
地
区
に
指
定
さ
れ
た
現
在
で
は
、

月
に
１
回
、
会
合
を
開
い
て
、
地
域
の

今
後
に
つ
い
て
話
し
合
う
ほ
か
、
萩
往

還
や
伝
建
地
区
内
の
清
掃
や
、
町
並
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
し
た
り
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的

に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
佐
々
並
で
昔
か
ら
作
ら
れ
て

い
た
懐
か
し
の
味
「
甘
粥
」
の
無
料
接

待
を
行
う
ほ
か
、「
萩
往
還
ワ
ン
デ
ー

ウ
ォ
ー
ク
」
の
際
に
は
、
女
性
部
が
作

る
、
地
元
産
の
ゆ
ず
を
使
っ
た
「
伝
建

ゆ
ず
あ
め
」
や
、
さ
さ
な
み
豆
腐
の
お

か
ら
を
使
っ
た
「
伝
建
お
か
ら
ク
ッ

キ
ー
」
を
振
る
舞
っ
て
お
も
て
な
し
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
訪
れ
た

方
た
ち
へ
の
歓
迎
の
気
持
ち
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
家
の
前
に
、
竹
筒
の
一
輪
挿

し
や
、
そ
の
家
の
歴
史
を
紹
介
し
た
看

板
を
設
置
し
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま

す
が
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
手
づ
く
り

の
お
も
て
な
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
活
動
が
評
価
さ
れ
た
の

か
、今
年
３
月
に
は
、市
民
部
門
で
「
萩

お
も
て
な
し
大
賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
昔
は
、「
佐
々
並
の

銀
座
」
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
に
ぎ
わ
っ
て

い
た
佐
々
並
市
も
、
現
在
は
、
商
店
も
、

人
も
少
な
く
な
り
、
活
気
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
。
で
す
が
、
自
分
た
ち
が
生
ま

れ
育
っ
た
町
を
良
く
し
て
い
き
た
い
。

伝
建
地
区
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
と

い
う
思
い
を
、
私
た
ち
住
民
が
同
じ
よ

う
に
抱
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
活
性
化

を
目
指
し
て
協
力
し
合
う
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

伝
建
地
区
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
は
、

どうしんてやろう会会長

とうふ料理の店「はやし屋」女将

林  壯
そうすけ

助 さん

林  千恵 さん

家の前に、竹筒の一輪挿しや、その家の歴史を紹介した看板を設置
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団
体
客
を
は
じ
め
、
個
人
の
お
客
様
も

訪
れ
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
私

た
ち
も
、
い
つ
ま
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域

の
経
済
が
潤
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
観
光
客
が
滞
在
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
食
事
や
宿
泊
を
で
き
る
と

こ
ろ
が
必
要
で
す
。
地
域
に
は
、
空
き

家
も
多
い
の
で
、
こ
う
い
っ
た
場
所
に
、

若
い
人
が
移
住
し
た
り
、
商
売
を
し
た

り
し
て
く
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
私
た
ち
自
身
も
、
特
産
品
な
ど

を
新
た
に
開
発
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

経
済
を
潤
す
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

佐
々
並
に
は
、
温
か
い
人
柄
の
方
が

多
く
、「
お
も
て
な
し
」
の
心
を
持
っ

た
人
た
ち
ば
か
り
で
す
。
今
後
は
、
地

元
の
人
と
観
光
客
が
交
流
で
き
る
場
を

設
け
、
ま
た
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

注
目
を
集
め
て
い
る
今
を
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

下
関
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
高
校
卒
業

後
、
広
島
相
互
銀
行
下
関
支
店
に
就
職
。

職
場
で
主
人
と
出
会
い
、
20
歳
の
時
に

結
婚
し
、
銀
行
を
退
職
し
ま
し
た
。
当

時
か
ら
、
は
や
し
屋
は
、
７
代
目
の
義

母
が
切
り
盛
り
を
し
、
豆
腐
料
理
が
お

い
し
い
お
店
と
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
も

た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
し
た
。

　

は
や
し
屋
が
使
用
し
て
い
る
「
さ
さ

な
み
豆
腐
」
は
、
土
山
商
店
さ
ん
が

２
０
０
年
も
の
間
受
け
継
が
れ
て
き
た

昔
な
が
ら
の
豆
腐
で
す
。
そ
の
地
元
で

有
名
な
豆
腐
を
使
っ
た
料
理
を
、
義
母

が
、
定
食
の
一
品
料
理
と
し
て
提
供
し

て
い
た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
、「
豆

腐
懐
石
」
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
が
加
わ
っ

た
よ
う
で
す
。
私
自
身
も
、
佐
々
並
へ

帰
省
す
る
た
び
に
、
義
母
が
作
っ
て
く

れ
る
豆
腐
料
理
が
好
き
で
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
26
歳
の
時
、
主
人
と
共

に
佐
々
並
へ
帰
郷
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
主
人
は
、
地
元
の
商
工
会
に
再

就
職
。結
婚
当
初
か
ら
、い
ず
れ
は
佐
々

並
へ
戻
り
、
私
が
は
や
し
屋
を
受
け
継

ぐ
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
義
母
が
営
む
は
や
し
屋

を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
最

初
は
、
料
理
の
盛
り
つ
け
や
配
膳
な
ど

の
接
客
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
次

第
に
、
私
も
調
理
に
携
わ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
で
す
が
、
当
然
、
調
味
料

の
量
は
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

目
分
量
で
す
。
義
母
が
つ
く
る
料
理
は
、

食
べ
る
と
ホ
ッ
と
す
る
お
ふ
く
ろ
の
味

で
す
。
素
朴
な
味
付
け
で
、
家
庭
で
も

真
似
で
き
そ
う
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
真

似
で
き
な
い
。
そ
ん
な
、
は
や
し
屋
の

味
を
受
け
継
ご
う
と
、
義
母
の
見
よ

う
見
ま
ね
で
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。
義

母
も
、
何
度
も
味
見
し
て
も
ら
っ
て
は

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
、
温
か
く
見

守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
第
に
、
私
が
考
え
た
メ
ニ
ュ
ー
も

加
わ
る
よ
う
に
な
り
、
昔
か
ら
義
母
が

作
っ
て
い
る
田
楽
や
煮
豆
腐
、
白
和
え

な
ど
に
加
え
て
、
新
た
に
、
茶
巾
揚
げ

や
豆
腐
ス
テ
ー
キ
、
豆
乳
プ
リ
ン
と

い
っ
た
デ
ザ
ー
ト
も
加
わ
り
、
現
在
の

フ
ル
コ
ー
ス
料
理
を
提
供
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
10
年
ほ
ど
前
に
、
お
店

を
改
修
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
頃
か
ら
、

義
母
が
高
齢
な
こ
と
も
あ
り
、
私
が
８

代
目
と
し
て
お
店
を
任
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
91
歳
に
な
っ

た
今
で
も
、
時
々
、
手
伝
っ
て
く
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
義
母
の
温
か
い
接
客
で

お
客
様
を
お
も
て
な
し
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る

方
も
い
ま
す
が
、
食
材
の
買
い
出
し
か

ら
料
理
の
味
付
け
に
至
る
ま
で
私
一
人

で
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
仕
入
れ
の
関

係
も
あ
り
、
事
前
に
予
約
を
い
た
だ
い

て
営
業
し
て
い
ま
す
。
周
辺
で
食
事
が

で
き
る
場
所
が
、
は
や
し
屋
と
道
の
駅

の
２
カ
所
し
か
な
い
た
め
、
地
域
の
方

た
ち
か
ら
も
、
常
時
営
業
す
る
こ
と
で
、

訪
れ
た
方
が
お
茶
を
し
た
り
、
休
憩
し

た
り
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
要

望
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、

な
か
な
か
対
応
で
き
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　

主
人
が
、
地
域
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
そ
ば
で
見
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
で
き
れ
ば
、
今
後
は
、
地
域
活
性

化
の
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、
私
自
身
も

頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
は
や
し
屋
の
味
を
守
り
な
が

ら
も
、
将
来
的
に
は
、
息
子
が
結
婚
し

た
際
に
は
、
次
の
世
代
に
そ
の
味
を
受

け
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■佐々並味処「はやし屋」
住所／萩市大字佐々並２６６０
営業時間／ 11 時～ 15 時、17 時～ 20 時
定休日／不定休
豆腐料理／フルコース 3,600 円、松 2,600 円、
竹 2,100 円、梅 1,600 円
※事前の予約が必要です
TEL ０８３８・５６・０００７

△とうふ料理「はやし屋」

△豆腐料理フルコース

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う

博
物
館
」
の
萩
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

公
開
し
て
い
ま
す

△佐々並地区
おたからマップ

「
お
た
か
ら
マ
ッ
プ
」
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山
口
福
祉
文
化
大
学
は
４
月
１
日
か

ら
名
称
を「
至
誠
館
大
学
」に
変

更
し
、
初
め
て
の
入
学
式
が
４
月
２
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
１
６
５

人
（
う
ち
留
学
生
１
０
１
人
）が
入
学
し

た
ほ
か
、留
学
生
29
人
が
編
入
学
し
ま
し

た
。本
校
で
学
ぶ
日
本
人
全
員
の
ほ
か
留

学
生
を
含
め
72
人
が
出
席
、
残
り
の
学

生
は
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
校
で
学
び
ま
す
。

　

新
し
い
大
学
名
は
、
日
本
の
近
代
化

に
貢
献
し
た
多
く
の
人
材
を
育
て
た
吉

田
松
陰
の
座
右
の
銘
で
あ
る
「
至
誠
通

天
」
か
ら
と
ら
れ
ま
し
た
。
社
会
福
祉

分
野
を
更
に
発
展
、
拡
充
し
、
社
会
に

幅
広
く
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指

す
と
し
て
い
ま
す
。

　

名
称
は
変
更
し
ま
し
た
が
、
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
学
部
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
科

と
い
う
一
学
部
一
学
科
の
、「
子
ど
も

生
活
学
専
攻
」、「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
福
祉

専
攻
」、「
建
築
シ
ス
テ
ム
専
攻
」、「
ビ

ジ
ネ
ス
文
化
専
攻
」
の
４
専
攻
と
、
教

育
課
程
な
ど
に
つ
い
て
は
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。
社
会
福
祉
の
学
問
的
専
門
性

を
深
め
、
人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
心
の
触
れ
合
い
を
大
事
に
で

き
る
修
学
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
も
盛

ん
で
力
を
入
れ
て
お
り
、
特
に
ゴ
ル
フ

部
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
硬
式
野

球
部
、
陸
上
競
技
部
は
、
大
会
な
ど
で

も
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

◦
昭
和
42
年
４
月　

学
校
法
人 

萩
学

園
が
「
萩
女
子
短
期
大
学
」
を
開
学

◦
平
成
11
年
４
月　

山
口
県
の
日
本
海

側
で
唯
一
の
４
年
制
私
立
大
学
に
移
行

し
、「
萩
国
際
大
学
」
が
開
学
（
国
際

情
報
学
部
国
際
学
科
、経
営
情
報
学
科
）

◦
平
成
16
年
４
月　

国
際
学
科
に
維
新

学
コ
ー
ス
、
萩
陶
芸
文
化
コ
ー
ス
、
ゴ

ル
フ
文
化
コ
ー
ス
を
、
経
営
情
報
学
科

に
観
光
経
営
コ
ー
ス
を
増
設

◦
平
成
19
年
４
月　
「
山
口
福
祉
文
化

大
学
」
へ
改
称
し
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

学
部
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
科
を
設
置

◦
平
成
25
年
12
月　

名
称
変
更
の
届
出

を
文
部
科
学
省
に
提
出

◦
平
成
26
年
４
月　
「
至
誠
館
大
学
」

に
名
称
を
変
更
と
と
も
に
、
学
校
法
人

も
「
萩
学
園
」
か
ら
「
萩
至
誠
館
」
に

改
め
る

■
問
い
合
わ
せ

至
誠
館
大
学

（
０
８
３
８
・
２
４
・
４
０
０
０
）

萩
市
で
は
、
受
け
継
が
れ
て
き
た

歴
史
的
な
風
情
、
情
緒
や
た
た

ず
ま
い
を
守
る
た
め
、
景
観
基
本
計

画
の
策
定
等
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

に
よ
り
、
歴
史
的
景
観
や
豊
か
で
美

し
い
自
然
の
景
観
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
に
は
景
観
法
が
施
行
さ

れ
、
萩
市
は
中
国
地
方
第
一
号
の
景

観
行
政
団
体
の
指
定
を
受
け
ま
し

た
。
ま
ち
並
み
景
観
を
守
る
運
動
を

続
け
、
先
進
的
な
景
観
・
広
告
物
条

例
を
創
設
し
て
、
市
民
や
事
業
者
の

協
力
を
得
な
が
ら
風
致
の
維
持
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
県
内
で
初
め
て
、
市

全
域
で
独
自
の
基
準
で
屋
外
広
告
物

の
設
置
を
規
制
す
る
「
萩
市
屋
外
広

告
物
等
に
関
す
る
条
例
」を
制
定
し
、

看
板
等
の
広
告
物
に
つ
い
て
も
、
高

さ
や
表
示
面
積
、
色
彩
等
の
規
制
し

て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
常
時
、
ま
た
は

一
定
の
期
間
継
続
し
て
、
自
己
の
敷

地
内
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
場

所
に
建
て
る
屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ

れ
る
も
の
で
、
看
板
や
、
広
告
塔
、

ポ
ス
タ
ー
等
の
こ
と
で
、
建
物
の
壁

面
広
告
や
野
立
て
看
板
の
ほ
か
、
建

物
の
内
側
等
か
ら
外
に
向
け
て
貼
る

ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
す
。
商
業
地
や
住

宅
地
、
歴
史
的
な
町
並
み
な
ど
の
地

域
の
特
性
に
応
じ
て
、
市
全
域
を
12

の
地
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
許
可
基

準
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

新
規
に
開
設
す
る
店
舗
や
事
業
所

だ
け
で
な
く
、
改
装
に
併
せ
て
建
物

の
外
観
と
一
緒
に
広
告
物
を
変
更

し
、
許
可
基
準
に
適
合
さ
せ
た
景
観

に
配
慮
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
や
ユ
ニ
ク
ロ
、
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
、
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン

も
、
市
内
の
規
制
地
域
で
は
、
許
可

基
準
に
沿
っ
た
萩
な
ら
で
は
の
看
板

な
ど
の
広
告
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

通
常
は
赤
地
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
な
ど
の

も
の
も
、
茶
色
等
の
下
地
色
と
し
、

高
さ
も
通
常
よ
り
低
め
に
設
置
す
る

な
ど
、
他
の
都
市
で
見
る
も
の
と
違

い
、
萩
の
景
観
に
マ
ッ
チ
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
建
物
の
色
調
も
落
ち
着

い
た
外
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洋
服
の
青
山
や
明は

る
や屋

書
店

も
、
こ
の
春
の
店
舗
改
装
時
に
屋
外

の
広
告
物
等
を
撤
去
し
、
適
度
な
大

き
さ
で
落
ち
着
い
た
色
調
の
壁
面
広

告
へ
変
更
す
る
な
ど
、
全
面
的
に
協

力
を
い
た
だ
き
、歴
史
の
ま
ち
「
萩
」

に
ふ
さ
わ
し
い
広
告
物
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
（
16
ペ
ー
ジ
に
写
真

で
紹
介
）。

　

皆
さ
ん
も
通
常
見
慣
れ
た
も
の
と

違
う
、
萩
に
し
か
な
い
色
彩
や
デ
ザ

イ
ン
の
広
告
物
を
探
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
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萩
沖
や
長
門
市
の
海
岸
に
深
海
魚
が

次
々
と
揚
が
り
ま
し
た
。

　

２
月
20
日
、
萩
沖
の
定
置
網
に
「
サ

ケ
ガ
シ
ラ
」
が
６
匹
捕
獲
さ
れ
ま
し

た
。
サ
ケ
ガ
シ
ラ
は
、
深
海
魚
「
リ
ュ

ウ
グ
ウ
ノ
ツ
カ
イ
」
の
仲
間
で
、
日
本

近
海
や
太
平
洋
な
ど
の
水
深
１
０
０
〜

５
０
０
ｍ
に
生
息
し
、
タ
チ
ウ
オ
に
似

た
銀
色
の
細
長
い
体
と
赤
色
の
背
び
れ

が
特
徴
で
す
。
萩
市
に
は
２
月
17
日
に

江
崎
で
２
匹
、
19
日
に
須
佐
で
１
匹
が

海
岸
に
漂
着
し
て
い
て
、
毎
年
萩
沖
で

数
匹
は
発
見
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
よ

う
に
一
度
に
ま
と
ま
っ
て
捕
獲
さ
れ
る

こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
３
月
７
日
に
は
長
門
市
仙
崎

の
海
岸
に
、
幻
の
魚
と
さ
れ
る
リ
ュ
ウ

グ
ウ
ノ
ツ
カ
イ
が
漂
着
し
て
い
る
の
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ
ツ

カ
イ
は
世
界
最
長
の
硬
骨
魚
と
言
わ
れ
、

太
平
洋
か
ら
イ
ン
ド
洋
の
水
深
２
０
０

〜
１
０
０
０
ｍ
に
生
息
し
、
銀
色
の
細

長
い
体
と
赤
い
背
び
れ
が
特
徴
。
捕
獲

数
が
少
な
い
た
め
生
態
に
つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回

発
見
さ
れ
た
個
体
の
体
長
は
４
・
38

ｍ
。
山
口
県
内
で
の
発
見
は
記
録
が
残

る
１
９
３
３
年
以
降
18
例
目
で
、
正
確

に
体
長
を
測
っ
た
個
体
と
し
て
は
最
大
、

国
内
で
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
た
中
で
も

か
な
り
大
き
い
方
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
深
海
魚
は
、
萩
博
物
館
に

寄
贈
さ
れ
、
標
本
化
処
理
を
行
い
保
管

し
て
い
ま
す
。

　

年
間
約
２
５
０
種
も
の
豊
富
な
魚
介

が
揚
が
る
萩
で
は
、
現
在
「
萩
の
瀬
つ

き
あ
じ
」、「
萩
の
あ
ま
だ
い
」、「
萩
の

け
ん
さ
き
い
か
」、「
萩
の
真
ふ
ぐ
」「
萩

の
金
太
郎
」、「
萩
の
よ
こ
わ
ま
ぐ
ろ
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
萩
の
ブ
ラ
ン
ド
食
材
を
使
っ

た
試
食
会
を
２
月
18
日
に
、
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
・
ソ
ラ
マ
チ
31
階
の

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ラ
・
ソ
ラ
シ
ド
」
で
開

催
し
ま
し
た
。
首
都
圏
の
料
理
専
門
誌

や
テ
レ
ビ
関
係
者
な
ど
に
、
萩
の
食
材

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
狙
い
で
、
約
50
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

料
理
は
、
２
０
１
２
年
の
ダ
ボ
ス
会

議
（
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
）「
ジ
ャ

パ
ン
ナ
イ
ト
」
で
料
理
責
任
監
を
務
め

た
、
萩
ふ
る
さ
と
大
使
の
奥
田
政
行

シ
ェ
フ
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。
ふ
ぐ
の
女

王
と
言
わ
れ
る
「
ま
ふ
ぐ
」
や
、
萩
市

が
漁
獲
量
日
本
一
の
高
級
魚
「
あ
ま

だ
い
」、
人
気
急
上
昇
中
の
「
金
太
郎
」

な
ど
を
使
い
、
素
材
の
良
さ
を
生
か
し

た
コ
ー
ス
料
理
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
安
倍
昭
恵
首
相
夫
人
や
林

芳
正
農
林
水
産
大
臣
な
ど
著
名
人
も
多

数
参
加
。
萩
ふ
る
さ
と
大
使
で
、
萩
の

食
材
に
関
す
る
書
籍
を
持
つ
熊
谷
喜
八

シ
ェ
フ
が
萩
の
食
材
の
解
説
を
し
た
ほ

か
、
同
じ
く
萩
ふ
る
さ
と
大
使
で
、
萩

市
見
島
沖
で
３
０
０
㎏
級
の
ク
ロ
マ
グ

ロ
を
つ
り
上
げ
た
こ
と
の
あ
る
俳
優
の

松
方
弘
樹
さ
ん
も
萩
の
マ
グ
ロ
の
魅
力

を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
萩
ふ
る
さ

と
大
使
の
松
本
健
一
さ
ん
（
作
家
）
と

田
子
み
ど
り
さ
ん
（
コ
ス
モ
ピ
ア
代
表

取
締
役
社
長
）
も
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
な

ど
萩
の
観
光
が
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る

中
、
萩
の
食
材
の
魅
力
を
発
信
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
試
食
会
の
様
子
が
、
さ
っ
そ

く
雑
誌
「
料
理
王
国
」
に
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
記
事
の
中
で
は
こ

の
他
に
も
、
萩
の
魚
の
ブ
ラ
ン
ド

化
の
取
り
組
み
や
、「
究
極
の
お
土

産
」
に
選
ば
れ
た
「
オ
イ
ル
・
ル
ー

ジ
ュ
」「
オ
イ
ル
・
ポ
ニ
ー
フ
ィ
ッ

シ
ュ
」
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
究
極
の
お
土
産
は
、
ご
当
地

グ
ル
メ
の
情
報
サ
イ
ト
「
Ｌ
Ｊ
マ
ル

シ
ェ
」（https://ljm

arche.jp/

）

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

1度に6匹も捕獲された「サケガシラ」
一緒に並んでいるのは、萩博物館で毎年大人気
の夏の特別展を担当する堀成夫・主任研究員

萩博物館職員に抱えられる体長4.38mもの「リュウグウノツカイ」

「萩のあまだい」のうろこ焼きと
春野菜のスープ

萩のマグロの魅力を語る松方弘樹さん

東京スカイツリータウン・ソラマチ（右）

価格　1080 円
発行　CUISINE 
         KINGDOM
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　48 人が出席、会長の伊藤孝さん（16 期）から「今年は
69 回目の開催、若い世代の 30 期、35 期から 3 人が初め
て出席。来年は 70 回の古希を迎えたい」とあいさつ。中
村充範校長からは「昨年は萩高校（萩中）開校以来 143 年
目、指月山は 143 ｍ。今年の新入生は普通科 3 クラス、理
数科 1 クラスの 150 人、全校生徒は校歌 3 番にあるように
かつては１千余名、現在は 454 人」と学校報告がありました。
大賀清志さん（23 期）が大阪支部のホームページを作成。

　去る４月６日に、明倫小を昭和 29 年度に卒業した玉木学
級の同窓会を担任の玉木要蔵先生を囲んで開催しました。今
回は先生の卆寿および昨年受章された瑞宝双光章のお祝いも
併せて行いました。会には卒業生 14 名が県内外から集いま
した。既に物故した約 20 名の生徒に黙祷を捧げた後、会を
開催、クイズ、当時の歌を歌うなど楽しい時間を過ごしまし
た。最後に全員で「仰げば尊し」を斉唱、先生が 90 歳、生
徒が 72 歳、今なお同窓会を開催できる幸せをかみしめなが
ら閉会。次の日には病気との闘いで出席できなかった同級生
を見舞いました。　　　　　　　　　岩﨑為雄（兵庫県在住）

「クラス会をいつ、どこで開催します」という
情報をお寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！

情報

　
４月６日会員投稿４月13日

大阪弥生会館（大阪市北区）

３月24日 萩本陣会員投稿

　私たちは萩高を卒業して 60 周年（還暦）を迎えました。
全国の方々で萩市で行う同期会は今回をもってお開きとする
会としました。379 人中（転校等含む）、死亡・不明が 118 人、
残り 261 人に案内したところ 54 人の参加。欠席の多くは不

健康が大半の理由でした。
　常連参加者はもちろん今回が最終とのことで特に参加され
た方も多く、話題は尽きることはなく 60 周年の思い出話に
予定の時間はあっという間でした。
　二次会でも歓談は続き、カラオケにも花が咲き、三次会へ
と五間町まで足を運ぶ元気もあり、皆さんお互いに今後の人
生が幸せ多いことを契いつつ、帰路へと向かいました。

地元幹事　杉山圭佑
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　生まれ変わった道の駅は、建物全体に地場産の木材を使用
し、施設内にやわらかな木の香りが漂います。
　店内には阿武町産の新鮮野菜や活魚・鮮魚、工芸品のほか、
道の駅阿武町オリジナル商品、奈古高校生による商品などが
並び、２階の浴槽から日本海を臨める温泉は、夕暮れ時には
空から海にかけて美しいグラデーションが広がります。ミニ
ショップでは炭火焼きにこだわった懐かしの蒸気船まんじゅ
うなどの販売、レストランでは地元産の新鮮食材を使ったお
もてなしメニューを提供しています。
　広い駐車場には、萩市内にも道の駅など７カ所に設置した
電気自動車用急速充電器のほか、キャンピングカーなどが電
源供給を受けながら車中泊ができるＲＶパークを整備してい
ます。

＜萩商工高校の校訓＞
◦質実剛健…飾り気がなく真面目であり、心身ともに健康で強くた
　　　　　　くましくあること
◦至誠一貫…真心を持って生きること
◦知行合一…知っているということは行動を伴っているということ

会
だ
員
よ り

窪
田
け
い
子
さ
ん（
兵
庫
県
神
戸
市
）

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
届
く
た
び
、

主
人
は
仕
事
か
ら
疲
れ
て
帰
っ
て
き

て
も
、
ふ
る
里
の
便
り
を
嬉
し
そ
う

に
、
懐
か
し
そ
う
に
読
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
萩
育
ち
で
な
い
の
で
、
こ
の

縁
が
あ
る
な
ん
て
、
急
に
群
馬
に
愛
着
が
…
。

　

ま
た
、
企
業
探
訪
の
ミ
ヨ
シ
ノ
醤
油
さ
ん
は

実
家
の
愛
用
の
醤
油
で
す
。
孝
史
さ
ん
の
お
父

様
（
？
）
が
一
升
瓶
を
配
達
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
ろ
に
小
さ
い
男
の
子
が
た

ま
に
つ
い
て
来
て
い
ら
し
た
の
が
孝
史
さ
ん
か

し
ら
。
懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

大
石
充
紀
子
さ
ん
（
愛
知
県
知
多
市
）

　

昨
年
、
５
週
連
続
で
萩
に
帰
り
ま
し
た
が
特

に
何
も
で
き
ず
、
子
ど
も
達
を
松
陰
先
生
の
お

墓
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
萩
の
花
が
小
雨
の

露
に
映
え
て
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
出
身
が

萩
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
瞬
間
で
し
た
。
着
付

け
を
習
っ
て
い
て
、
創
作
の
帯
結
び
を
考
え
中

で
す
が
、
題
は
“
萩
”
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

前
帰
省
し
た
時
に
萩
市
内
を
散
策
し
て
い
た
ら
、

ち
ょ
う
ど
ミ
ヨ
シ
ノ
醤
油
さ
ん
の
前
を
通
っ
た

の
で
、
お
店
に
入
っ
て
色
々
と
お
話
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。
と
て
も
古
い
歴
史
が
あ
る
よ
う
で

感
動
し
て
帰
り
ま
し
た
。

庭
屋
和
子
さ
ん
（
大
阪
府
茨
木
市
）

　

来
年
の
大
河
「
花
燃
ゆ
」
今
か
ら
楽
し
み
で

す
。
た
だ
今
、
本
籍
が
群
馬
県
な
の
で
す
。
萩

か
ら
縁
も
な
い
と
こ
ろ
が
本
籍
な
ん
て
と
結
婚

以
来
感
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
深
い
ご

　

萩
光
塩
学
院
の
新
校
長
に
４
月
か
ら
中
村
柔

道
先
生
（
椿
東
、
44
歳
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
修
道
女
（
シ
ス

タ
ー
）
が
校
長
を
歴
任
し
て
お
り
、
修
道
士
の

経
験
が
無
い
男
性
校
長
は
、
創
立
以
来
初
め
て

と
な
り
ま
す
。

　

中
村
校
長
は
、
小
学
生
ま
で
萩
光
塩
学
院
で

学
び
、そ
の
後
、越
ケ
浜
中
学
校
、萩
高
校
（
平

成
元
年
卒
、
41
期
）、
専
修
大
学
を
卒
業
。
西

部
石
油
株
式
会
社
に
就
職
し
、
東
京
本
社
で
４

年
間
人
事
や
経
理
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、

当
時
の
池
田
典
子
校
長
の
誘
い
に
よ
り
、
教
員

の
道
に
進
む
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
に
合
わ
せ
て
方
法
を
変
え
な
が
ら
指
導
す

る
楽
し
さ
に
魅
力
を
感
じ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

小
学
校
で
11
年
間
、
中
学
・
高
校
で
そ
れ
ぞ
れ

３
年
間
、
校
長
と
な
っ
た
現
在
も
地
理
・
世
界

史
を
教
え
て
い
ま
す
。

　
「
萩
市
内
唯
一
の
私
学
と
し
て
、
建
学
の
精

神
を
大
切
に
し
て
、
新
し
い
時
代
に
対
応
で
き

る
光
塩
学
院
に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
、
勇
気
を

持
っ
て
歩
み
だ
し
た
い
」。

　萩商工高校同窓会「つばき会」（池田誠次会長）が萩商工
高校の玄関前に校訓碑を設置し、２月 25 日に除幕式が行わ
れました。
　校訓碑は、高さ約 1.5 ｍ、幅約２m の徳山御影石製で、旧
萩商業高校の校訓「質実剛健」と、旧萩工業高校の校訓「至
誠一貫」、そして両校の校訓であった「知行合一」の３つの
校訓が刻まれています。
　萩商工高校は、萩商業高校と萩工業高校が平成 18 年に統
合して８年が経過し９年目を迎えました。

阿武町



142014年5月（第117号）

東
北
地
区

■
岡
田
裕
・
泰 
父
子
展

５
月
29
日
（
木
）
〜
６
月
３
日
（
火
）

青
森
市
新
町
１
丁
目
７
︲
１

中
三
青
森
本
店
８
Ｆ
美
術
工
芸
サ
ロ
ン

　
　
　
（
０
１
７
・
７
７
７
・
３
１
３
１
）

■
ふ
る
さ
と
萩
・
小
川
会

　

旧
田
万
川
町
小
川
出
身
者
の
関
東
地

区
同
郷
会
。
３
月
号
掲
載
時
か
ら
会
場

の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

６
月
１
日（
日
）
午
前
11
時
〜
午
後
３

時東
京
都
荒
川
区
東
日
暮
里
（
Ｊ
Ｒ
日
暮

里
駅
東
口
か
ら
徒
歩
３
分
）

ホ
テ
ル 

ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド

（
０
９
０
・
９
６
７
３
・
２
２
９
６
）佐
伯

■
公
募
団
体
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
美

術
２
０
１
４

　

吉
賀
將
夫
さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
す
。

５
月
４
日（
日
・
祝
）〜
27
日（
火
）（
７
日
、

19
日
は
休
室
日
）

東
京
都
台
東
区
上
野
公
園（
Ｊ
Ｒ
上
野

駅
公
園
口
か
ら
徒
歩
７
分
）

東
京
都
美
術
館

　
　
　
（
０
３
・
３
８
２
３
・
６
９
２
１
）

■
松
林
桂
月
展
「
没
後
50
年 

松
林
桂

月
〜
水
墨
を
極
め
、
画
中
に
詠
う
」

　

松
林
桂
月
は
、
萩
に
生
ま
れ
、
東
京

に
出
て
渡
辺
崋
山
の
孫
弟
子
に
あ
た
る

野
口
幽
谷
に
師
事
。
山
口
県
立
美
術
館

の
30
年
ぶ
り
の
回
顧
展
が
巡
回
。

６
月
８
日
（
日
）
ま
で

東
京
都
練
馬
区
貫
井
（
西
武
池
袋
線
中

村
橋
駅
か
ら
徒
歩
３
分
）

練
馬
区
立
美
術
館

（
０
３
・
３
５
７
７
・
１
８
２
１
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館
の
イ
ベ
ン
ト

○
萩
の
夏
み
か
ん
・
周
防
大
島
の
柑
橘

フ
ェ
ア

５
月
８
日
（
木
）
〜
13
日
（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲
３
︲
４
日

本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階　

お
い
で
ま
せ

山
口
館（
０
３
・
３
２
３
１
・
１
８
６
３
）

■
タ
ケ
・
ク
リ
エ
イ
ト
・
ハ
ギ
の
展
示

販
売

　

T
ake-R

E
B

IR
T

H

（
リ
バ
ー
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
）
の
花

器
、
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
が
展
示
販
売
さ

れ
ま
す
。

５
月
12
日
（
月
）
〜
19
日
（
月
）

東
京
都
新
宿
区
新
宿
３
︲
14
︲
１

伊
勢
丹
新
宿
店
５
Ｆ

        

（
０
３
・
３
３
５
２
・
１
１
１
１
）

■
岡
田
裕 

作
陶
展

５
月
20
日
（
火
）
〜
26
日
（
月
）

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
１
︲
28
︲
１

西
武
池
袋
本
店　

（
０
３
・
３
９
８
１
・
０
１
１
１
）

■
水
津
和
之 

作
陶
展

６
月
12
日
（
木
）
〜
17
日
（
火
）

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
１
︲
１
︲
25

東
武
百
貨
店
池
袋
店　

　
　
　
（
０
３
・
３
９
８
１
・
２
２
１
１
）

■
全
国
日
本
酒
フ
ェ
ア

　

萩
の
地
酒
も
出
展
さ
れ
る
予
定
で
す
。

６
月
21
日（
土
）

東
京
都
豊
島
区
池
袋
３
︲
１
︲
１

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

（
問
）
山
口
県
酒
造
組
合

（
０
８
３
・
９
７
３
・
１
７
１
０
）

■
東
海
指
月
会

　

東
海
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

６
月
15
日（
日
）
正
午
〜
午
後
２
時

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区 

（
名
古
屋
駅

前
通
り
ユ
ニ
モ
ー
ル
地
下
街
11
番
出

口
）

名
古
屋
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
４
階　

茜

の
間

（
０
５
６
６
・
９
９
・
４
０
６
９
）
吉
岡

■
萩
商
工
商
業
科
昭
和
38
年
３
月
卒
業

生
同
窓
会

５
月
13
日
（
火
）
午
後
４
時
〜

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
北
野
町
１
丁
目

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸

（
新
神
戸
駅
前
）

（
０
９
０
・
５
０
６
４
・
１
４
８
９
）横
山

■
つ
ば
き
会
関
西
支
部

　

関
西
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

６
月
21
日（
土
）
正
午
〜
午
後
３
時

大
阪
市
中
央
区
天
満
橋
京
町
（
地
下
鉄

天
満
橋
下
車
）

大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
３
階
錦
城
閣

（
０
６
・
６
３
８
９
・
１
５
４
７
）
烏
田

■
関
西
山
峡
（
や
ま
な
み
）
会

　

旧
旭
村
・
川
上
村
の
同
郷
会
。

６
月
29
日（
日
）
午
前
11
時
〜

大
阪
市
都
島
区
網
島
町
（
Ｊ
Ｒ
東
西
線

大
阪
城
北
詰
駅
か
ら
徒
歩
１
分
）

太
閤
園

（
０
７
４
２
・
４
１
・
２
０
２
３
）
青
水

■
広
島
指
月
会

　

広
島
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

６
月
14
日（
土
）
午
後
５
時
〜

広
島
市
南
区
的
場
（
広
島
駅
か
ら
徒
歩

５
分
）

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

（
０
８
２
・
２
８
７
・
１
５
０
６
）
西
村

■
西
村
不
可
止 

個
展

　

萩
市
紫
福
出
身
で
広
島
在
住
の
油
絵

画
家
・
西
村
不ふ

可か

止し

の
作
品
を
展
示
。

７
月
31
日
（
木
）
ま
で

広
島
県
安
芸
高
田
市
八
千
代
町
勝
田

４
９
４
︲
７

八
千
代
の
丘
美
術
館
Ａ
棟

（
０
８
２
６
・
５
２
・
３
０
５
０
）

■
２
人
展

関
東
地
区

　

田
村
覚さ

と
し志

（T
A

Z
Z

）
の
線
描
画

作
品
が
出
展
さ
れ
ま
す
。

５
月
12
日
（
月
）
ま
で

愛
媛
県
松
山
市
道
後
湯
之
町
14
︲
26

道
後
の
町
屋

　
　
　
（
０
８
９
・
９
８
６
・
８
８
８
６
）

■
宇
部 

躍
動
展

　

画
家
・
藤
崎
恒
頼
の
作
品
が
出
品
さ

れ
ま
す
。

５
月
８
日
（
木
）
〜
11
日
（
日
）

宇
部
市
朝
日
町
８
︲
１

宇
部
市
文
化
会
館

　
　
　
（
０
８
３
６
・
３
１
・
７
３
７
３
）

■
下
関
市
立
美
術
館
所
蔵
品
展
（
高
島

北
海
）

　

萩
市
出
身
の
日
本
画
家
高
島
北
海
の

作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
月
１
日
（
日
）
ま
で

下
関
市
長
府
黒
門
東
町
１
︲
１

下
関
市
立
美
術
館

　
　
　
（
０
８
３
・
２
４
５
・
４
１
３
１
）

■
次
代
を
担
う
萩
焼
精
鋭
作
家
８
人
展

　

岡
田
泰
、
野
坂
和
左
、
船
崎
透
の
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

５
月
28
日
（
水
）
〜
６
月
２
日
（
月
）

宇
部
市
常
磐
町
１
‐
６
‐
30

宇
部
井
筒
屋 

４
階
催
場

（
０
８
３
６
・
３
５
・
８
１
０
０
）

■
第
37
回
山
口
伝
統
工
芸
展

５
月
28
日
（
水
）
〜
６
月
２
日
（
月
）

下
関
市
竹
崎
町
４
‐
４
‐
10

下
関
大
丸

　
　
　
（
０
８
３
・
２
３
２
・
１
１
１
１
）

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
西
地
区

中
部
地
区

中
国
地
区

山
口
県
関
係

四
国
地
区
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浅
野
公
司
さ
ん　
　
　
　
　
（
宇
部
市
）

平
林
悦
子
さ
ん　
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

林
幹
雄
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

止
原
美
和
子
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

高
橋
由
美
子
さ
ん　
　
　
　
（
大
分
市
）

伊
藤
正
文
さ
ん　
　
（
埼
玉
県
川
越
市
）

里
野
光
生
さ
ん　
　
（
京
都
府
八
幡
市
）

福
田
忠
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
防
府
市
）

泉
本
英
明
さ
ん　
（
大
阪
府
岸
和
田
市
）

佐
伯
和
彦
さ
ん　
　
　
　
　
（
防
府
市
）

井
町
孝
一
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

溝
部
敏
雄
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

藤
山
泰
宏
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

村
田
明
美
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

藤
村
弘
延
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

中
村
扶
之
男
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

神
崎
勝
代
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

田
坂
康
夫
さ
ん　
　
（
東
京
都
杉
並
区
）

山
本
三
男
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

上
田
哲
史
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

田
上
善
治
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

宗
村
雅
行
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

竹
田
学
さ
ん　
　
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

宮
本
英
次
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

田
辺
道
喜
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

新
規（
再
）加
入
会
員

■
国
際
浮
世
絵
学
会
創
立
50
周
年
記
念

「
大
浮
世
絵
展
」

　

江
戸
東
京
博
物
館
、
名
古
屋
市
博
物

館
で
も
開
催
さ
れ
た
浮
世
絵
展
。
浮
世

絵
の
傑
作
、
大
集
合
。
あ
な
た
の
見
た

い
浮
世
絵
に
出
会
え
ま
す
。

５
月
16
日
（
金
）
〜
７
月
13
日
（
日
）

山
口
市
亀
山
町　

山
口
県
立
美
術
館

■
シ
ニ
ア
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

画
家
・
藤
崎
恒
頼
の
作
品
が
出
品
さ

れ
ま
す
。

６
月
６
日
（
金
）
〜
８
日
（
日
）

周
南
市
公
園
区
（
徳
山
動
物
園
横
）

Ｋ
Ｒ
Ｙ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
サ
イ
ト

　
　
　
（
０
８
３
４
・
６
２
・
３
２
４
８
）

■
大
屋
窯
の
五
月

　

陶
器
・
磁
器
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
20
％

〜
70
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
。

５
月
１
日（
木
）〜
６
日（
火
・
休
）
午

前
10
時
〜
午
後
５
時

萩
市
椿
９
０
５

大
屋
窯（
０
８
３
８
・
２
２
・
７
１
４
１
）

■
萩 

躍
動
展

　

画
家
・
藤
崎
恒
頼
の
作
品
が
出
品
さ

れ
ま
す
。

５
月
30
日
（
金
）
〜
６
月
３
日
（
火
）

萩
市
民
館
小
ホ
ー
ル

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
３
４
）

■
山
口
県
現
代
工
芸
美
術
展

　

吉
賀
將
夫
な
ど
山
口
県
在
住
の
現
代

工
芸
作
家
の
陶
芸
な
ど
を
展
示
。

６
月
６
日
（
金
）
〜
９
月
28
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

萩
市
椿
東
４
２
６
︲
１

吉
賀
大
眉
記
念
館

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
６
・
５
１
８
０
）

■
コ
ン
コ
ー
ド
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル 

２
０
１
４

　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ジ
ャ
ズ
の
第
一
人

る
さ
と
萩
食
品
協
同
組
合
が
製
造
す
る

「
オ
イ
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
」「
オ
イ
ル
・
ポ

ニ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

価
格　

１
０
８
０
円

発
行　

新
潮
社

①
だ
い
だ
い
菓
子
、
あ
お
ぎ
り
（
中
村

製
菓
本
舗
）
を
２
名
様

②
萩
博
物
館
特
別
展
「
楫
取
素
彦
と
幕

末
・
明
治
の
群
像
」
図
録
を
２
名
様
。

③
萩
も
の
が
た
り
「
吉
田
松
陰
と
旅
」、

「
松
下
村
塾
」
を
２
名
様

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
近
況
等
を
明
記
の

う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
ま
で
。
５
月
20
日（
消
印
有
効
）。

萩
市
関
係

阿
武
町
関
係

者
、
ベ
ニ
ー
・
グ
リ
ー
ン
（
ピ
ア
ノ
）、

日
本
ジ
ャ
ズ
界
の
巨
匠
、
五
十
嵐
明

要
、
杉
原
淳
、
原
田
忠
幸
（
サ
ッ
ク
ス
）、

日
本
屈
指
の
ジ
ャ
ズ
・
ボ
ー
カ
ル
グ

ル
ー
プ
、
ブ
リ
ー
ズ
が
登
場
。

５
月
25
日（
日
）
午
後
６
時
〜

全
席
指
定
６
０
０
０
円
（
５
０
０
席
）

※
３
月
号
掲
載
時
に
料
金
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

阿
武
町
町
民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

（
０
８
３
８
８
・
２
・
２
０
４
４
）

■
Ｔ
Ｂ
Ｓ
木
曜
ド
ラ
マ
劇
場「M

O
ZU

 S
eason1

〜
百
舌
の
叫
ぶ
夜
〜
」

　

ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
小
説
「
百
舌
」
シ

リ
ー
ズ
の
連
続
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
。
萩

市
出
身
の
俳
優
、
松
本
実
さ
ん
が
出
演
。

４
月
ス
タ
ー
ト
、
午
後
９
時
〜
10
時

T
Ｂ
Ｓ
系
列
（
全
国
）

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
土
曜
ド
ラ
マ「
ロ
ン
グ
・
グ
ッ

ド
バ
イ
」

　

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
マ
ー
ロ
ウ
と
い
う
探

偵
を
世
に
送
り
出
し
た
ア
メ
リ
カ
の
小

説
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
。
俳
優
の
松
本

実
さ
ん
が
出
演
。

４
月
19
日
ス
タ
ー
ト 

毎
週
土
曜
日
午

後
９
時
〜
９
時
58
分
（
全
５
回
）

■
究
極
の
お
土
産

　

日
本
に
は
、
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
、

こ
ん
な
「
美
味
し
い
」
も
の
が
あ
る
！

生
産
者
が
応
募
し
た
７
４
７
品
か
ら
＂

プ
ロ
の
目
利
き
”
が
選
ん
だ
９
品
に
ふ

宇
田
川
幸
作
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

山
本
薫
さ
ん　
　
　
（
大
阪
府
茨
木
市
）

伊
藤
勝
也
さ
ん　
　
（
滋
賀
県
大
津
市
）

福
井
進
介
さ
ん　
　
（
京
都
府
京
都
市
）

烏
田
睦
男
さ
ん　
　
（
滋
賀
県
草
津
市
）

堀
江
恵
子
さ
ん　
　
（
大
阪
府
吹
田
市
）

長
谷
義
明
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

松
㟢
清
治
さ
ん　
　
　
　
　
（
宇
部
市
）

左
野
裕
典
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

原
田
常
代
さ
ん　
　
　
　
　
（
周
南
市
）

村
上
房
子
さ
ん　
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

上
田
哲
也
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

原
俊
明
さ
ん　
　
　
（
広
島
県
福
山
市
）

大
石
充
紀
子
さ
ん　
（
愛
知
県
知
多
市
）

菊
嵜
厚
子
さ
ん　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

井
上
勝
さ
ん　
　
　
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

上
村
久
さ
ん　
　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

藤
本
美
登
里
さ
ん　
（
大
阪
府
吹
田
市
）

岡
本
洋
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

中
村
博
和
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

大
嶋
元
晴
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

石
橋
滿
人
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

金
子
雅
子
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

田
中
裕
一
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

　
　
（
２
月
25
日
〜
４
月
24
日　

49
人
）

プ
レ
ゼ
ン
ト

　
発 着
発 発 着

運航期間　平成 28 年３月 26 日まで（２年間）
※利用状況により、継続される場合があります。

■問い合わせ　萩・石見空港利用拡大促進協議会事務局
（０８５６・２３・０９９０）

出
版
情
報

テ
レ
ビ
情
報

（
０
８
３
・
９
２
５
・
７
７
８
８
）



162014年5月（第117号）

5月1日㊍〜5日㊊・㊗ 9:00〜17:30
◇萩焼まつり
5月3日㊏・㊗〜4日㊐・㊗ 10:00〜15:00
◇萩・大茶会
5月3日㊏・㊗〜4日㊐・㊗ 10:00〜17:00

※４日は16:00まで
◇萩往還まつり「技・明木展」
　

5月10日㊏〜18日㊐
◇萩オープンガーデン
5月17日㊏、18日㊐ 10:00〜16:00
◇萩・夏みかんまつり
　

5月18日㊐ 9:00〜15:00
◇浜崎伝建おたから博物館
6月１日㊐9:30〜13:30
◇萩の和船大競漕 おしくらごう
　

6月7日㊏ 17:30〜22:00
◇ホタルまつり in やまだ
7月６日㊐ 9:30〜13:00
◇萩の瀬つきあじ祭り

萩市観光協会　☎0838・25・1750
ン ト カ レ ン ダ −べイ

萩市民体育館

萩城跡指月公園

かんきつ公園、旧田中別邸

浜崎地区

明木市・乳母の茶屋周辺

市内各庭園

橋本川下流

山口県漁協萩地方卸売市場、道の駅「萩しーまーと」

山田天神橋周辺

マクドナルド：こげ茶色を下地にした落ち着いた看板ユニクロ：赤色を使用せず、白地にこげ茶色の文字の看板

ー郷愁の日本風景

48 歳の顕義を描いた
銅版画（萩博物館蔵）

「春のあたご山 東京十二題」
大正10年（1921）


